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付
属
資
料

4 
評
価
グ
リ
ッ
ド
：
 
カ
ン
ボ
ジ
ア
国
淡
水
養
殖
改
善
・
普
及
計
画
 
中
間
評
価
調
査

 

1.
 評

価
グ
リ
ッ
ド

 
5
項
目

 
評
価
設
問

 
そ
の
他

 
大
項
目

 
小
項
目

 
必
要
な
デ
ー
タ

 
調
査
結
果

 

妥
当
性

 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

目
標

及
び
上
位
目
標
は
、
対

象
地
域
・
社
会
の
ニ
ー

ズ
に

合
致

し
て

い
る

か
。

 

淡
水
養
殖
振
興
の
ニ
ー
ズ

は
、
高
い
か

 
対
象
地
域
・
社
会

の
ニ
ー
ズ
に
関
す

る
情
報

 

 
カ
ン
ボ
ジ
ア
国
は
、
内
水
面
漁
業
資
源
に
恵
ま
れ
、
同
国
の
年
間
総
漁
獲
量
約

40
万
ト
ン
の
う
ち
の

85
％
が
内
水
面
域
か
ら
の
水

揚
げ
で
あ
る
。
そ
し
て
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
人
の
摂
取
す
る
動
物
性
タ
ン
パ
ク
質
の

75
%
は
、
淡
水
魚
か
ら
と
言
わ
れ
て
い
る
。
本
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
の
対
象
地
域
で
あ
る
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
南
部
の
プ
レ
イ
ヴ
ェ
ン
州
、
タ
ケ
オ
州
、
カ
ン
ポ
ッ
ト
州
、
カ
ン
ポ
ン
ス
プ
ー
州
は
、
メ

コ
ン
川
本
流
か
ら
や
や
離
れ
て
お
り
天
然
漁
獲
さ
れ
る
魚
が
不
足
し
て
い
る
地
域
で
あ
り
、
ま
た
、
灌
漑
施
設
整
備
が
不
十
分
で
こ
と

な
ど
の
た
め
農
業
生
産
性
が
低
い
。
そ
の
た
め
、
タ
ン
パ
ク
供
給
源
及
び
現
金
収
入
源
と
し
て
、
水
田
、
水
路
、
た
め
池
を
利
用
し
た

小
規
模
養
殖
に
対
す
る
関
心
が
高
ま
っ
て
い
る
地
域
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
目
的
は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
対
象
地

域
や
農
民
の
ニ
ー
ズ
と
合
致
し
て
い
る
。

 
 

タ
ー
ゲ
ッ
ト
・
グ
ル
ー

プ
の

ニ
ー

ズ
に

合
致

し
て
い
る
か
。

 

（
注
：
タ
ー
ゲ
ッ
ト
・
グ

ル
ー
プ
は
、小

規
模
農
家
、

州
レ
ベ
ル
の
普
及
員
、
土

地
な
し
最
貧
農
民
）

 

ニ
ー
ズ
に
関
す
る

情
報
や
関
係
者
の

意
見

 

 
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
対
象

4
州
の
農
家
の
生
計
の
多
角
化
と
栄
養
改
善
に
寄
与
す
る
た
め
に
、
稲
作
と
並
行
し
て
実
施
可
能
な
養

殖
を
農
家
に
広
く
普
及
さ
せ
る
こ
と
を
主
眼
と
し
て
い
る
。
養
殖
に
関
す
る
知
識
・
情
報
、
技
術
不
足
、
種
苗
の
入
手
の
困
難
性
が
普

及
の
ネ
ッ
ク
と
な
っ
て
お
り
、
小
規
模
農
家
に
受
け
入
れ
ら
れ
る
、
低
コ
ス
ト
で
適
正
技
術
を
パ
ッ
ケ
ー
ジ
化
し
た
養
殖
技
術
の
普
及

展
開
が
求
め
ら
れ
て
い
た

 
 

本
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
が

目
指
す
効
果
は
、
カ
ン

ボ
ジ

ア
国

の
開

発
政

策
等

に
合

致
し

て
い

る
か
。

 

国
家
開
発
計
画
の
中
で
淡

水
養
殖
が
優
先
課
題
と
し

て
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る

か
。

 

政
策
面
で
の
位
置

付
け

 
関
係
者
の
意
見

 

 
カ
ン
ボ
ジ
ア
政
府
の
四
辺
形
戦
略
の
優
先
課
題
の
一
つ
は
、
農
業
分
野
の
強
化
で
あ
り
、
ま
た
、

20
06

～
20

10
年
国
家
戦
略
開
発

計
画
の
主
要
目
標
の
一
つ
は
、
農
業
セ
ク
タ
ー
開
発
と
農
業
の
生
産
・
生
産
性
の
向
上
で
あ
る
。
農
業
セ
ク
タ
ー
の
振
興
は
、
貧
困
削

減
と
持
続
的
経
済
開
発
の
た
め
に
重
要
視
さ
れ
て
い
る
。
農
業
セ
ク
タ
ー
戦
略
開
発
計
画
（

20
06

～
20

10
）
の
目
標
は
、「

農
業
セ
ク

タ
ー
開
発
を
通
じ
た
貧
困
削
減
と
経
済
成
長
」
で
あ
り
、
養
殖
分
野
で
は
、
養
殖
池
や
稲
田
養
殖
、
研
修
、
村
落
に
お
け
る
種
苗
場
建

設
を
通
じ
た
養
殖
開
発
推
進
の
必
要
性
が
示
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
淡
水
養
殖
振
興
は
、
国
家
政
策
並
び
に
農
業
セ
ク
タ
ー
政

策
の
中
で
優
先
課
題
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
お
り
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
国
の
政
策
と
の
整
合
性
が
あ
る
。

  
 

 
日
本
の
援
助
政
策
・
国

別
事

業
実

施
計

画
と

の
整
合
性
は
あ
る
か
。

対
カ
ン
ボ
ジ
ア
国
援
助
方

針
と

の
整

合
性

は
あ

る

か
。

 

我
が
国
の
カ
ン
ボ

ジ
ア
国
に
対
す
る

協
力
重
点
分
野

 

 
我
が
国
の
対
カ
ン
ボ
ジ
ア
国
援
助
方
針
の
重
点
分
野
の
一
つ
は
、「

持
続
的
経
済
成
長
と
安
定
し
た
社
会
の
実
現
で
あ
り
、
こ
の
分
野

の
中
で
、
農
業
・
農
村
開
発
支
援
等
貧
困
対
策
の
一
環
と
し
て
水
産
分
野
の
開
発
が
含
ま
れ
て
い
る
。

JI
CA

国
別
事
業
実
施
計
画
に
お

い
て
も
同
様
に
、
農
業
・
農
村
開
発
が
重
点
分
野
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
我
が
国
の
援
助
方

針
と
の
整
合
性
が
あ
る
。

 
 

手
段

と
し

て
の

適
切

性
 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
ア
プ
ロ

ー
チ
、
対
象
地
域
の
選
択

は
適
切
で
あ
っ
た
か
。

 

関
係
者
の
意
見

 
 
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
養
殖
技
術
普
及
戦
略
の
基
本
は
、
農
村
地
域
で
中
核
農
家
と
な
り
う
る
種
苗
生
産
農
家
を
選
定
・
育
成
し
、
そ

の
中
核
農
家
か
ら
一
般
農
家
に
、
種
苗
供
給
や
技
術
情
報
伝
達
が
行
わ
れ
る
と
い
う
体
制
を
構
築
す
る
こ
と
で
、
淡
水
養
殖
技
術
の
改

善
・
普
及
を
図
ろ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
、
水
産
局
の
地
域
普
及
員
や
種
苗
生
産
農
家
、
一
般
農
家
へ
の
技
術
研
修
等

を
通
じ
た
能
力
強
化
を
図
っ
て
き
て
い
る
。
ま
た
、
平
行
し
て
、
養
殖
技
術
の
改
善
、
農
民
間
研
修
、
住
民
参
加
型
の
共
有
池
管
理
、

養
殖
の
学
校
教
育
へ
の
取
り
込
み
な
ど
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
取
っ
て
い
る
。
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
施
に
よ
り
、
淡
水
養
殖
技
術
改
善
・
普
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及
に
お
い
て
大
き
な
成
果
を
上
げ
つ
つ
あ
り
、
こ
れ
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、
適
切
な
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
 
ま
た
、
対
象

4
州
は
、
比
較
的
水
の
確
保
が
容
易
な
地
域
と
さ
れ
、
ま
た
比
較
的
道
路
ア
ク
セ
ス
が
容
易
で
、
普
及
活
動
を
行
い
や
す
い
場
所
で
あ
り
、

対
象
地
域
の
選
定
に
お
い
て
も
適
切
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。

 
 

 
タ
ー
ゲ
ッ
ト
・
グ
ル
ー
プ

（
小
規
模
農
家
、
州
レ
ベ

ル
の
普
及
員
、貧

困
農
民
）

の
選
定
及
び
そ
の
規
模
は

適
正
だ
っ
た
か
。

 

関
係
者
の
意
見

 
 
以
下
の
点
を
勘
案
す
る
と
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
・
グ
ル
ー
プ
（
小
規
模
農
家
、
州
レ
ベ
ル
の
普
及
員
な
ど
）
の
選
定
は
適
切
で
あ
っ
た
と

言
え
る
。

 
1)

 
経
済
的
に
貧
困
な
農
民
が
多
い
コ
ミ
ュ
ー
ン
が
選
ば
れ
、
ま
た
貧
困
農
民
が
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
て
選
定
さ
れ
た
こ
と
。

 
2)

 
組
織
改
編
に
と
も
な
い
、
州
水
産
事
務
所
が
、
水
産
局
の
直
轄
組
織
と
な
っ
た
こ
と
と
。

 
3)

 
水
産
局
養
殖
課
と
州
水
産
事
務
所
と
の
調
整
・
連
携
が
ス
ム
ー
ズ
に
な
り
、
農
民
へ
の
普
及
活
動
を
円
滑
に
展
開
す
る
こ
と
が

可
能
と
な
っ
た
こ
と
。

 
4)

 
先
行
ド
ナ
ー
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
施
に
よ
り
、
養
殖
課
職
員
や
州
水
産
事
務
所
の
養
殖
普
及
員
は
、
養
殖
普
及
の
た
め
の
基
礎

的
能
力
や
経
験
を
す
で
に
有
し
て
い
た
こ
と
。

 
5)

 
ま
た
、
一
部
の
州
で
は
、
先
行
ド
ナ
ー
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
施
の
成
果
と
し
て
、
種
苗
生
産
農
家
を
核
と
す
る
養
殖
基
盤
が
地

域
に
根
付
き
つ
つ
あ
る
状
況
に
あ
っ
た
こ
と
。

 
6)

 
こ
れ
ま
で
に
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
よ
っ
て
、

48
戸
の
種
苗
生
産
農
家
と
約

3,
30

0
戸
の
一
般
養
殖
農
家
が
育
成
さ
れ
て
い
る
こ

と
。

 
な
お
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
国
に
は
、
土
地
な
し
農
民
は
ほ
と
ん
ど
存
在
し
な
い
の
で
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
・
グ
ル
ー
プ
か
ら
外
す
こ
と
が
適
切

で
あ
る
。

 
 

 
タ
ー
ゲ
ッ
ト
・
グ
ル
ー
プ

以
外
へ
の
波
及
性
は
あ
る

か
。

 

関
係
者
の
意
見

 
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
中
核
農
家
と
な
る
種
苗
生
産
農
家
を
育
成
し
、
そ
の
中
核
農
家
が
一
般
養
殖
農
家
へ
の
種
苗
配
布
、
技
術

情
報
伝
達
、
農
民
間
研
修
の
実
施
主
体
と
し
て
の
役
割
を
持
た
せ
、
中
核
農
家
を
中
心
に
淡
水
養
殖
技
術
の
普
及
が
図
ら
れ
る
よ
う
な

メ
カ
ニ
ズ
ム
の
構
築
を
図
っ
て
い
る
。
短
期
的
に
は
、
種
苗
生
産
農
家
周
辺
へ
の
淡
水
養
殖
の
波
及
、
そ
し
て
将
来
的
に
は
、
種
苗
生

産
農
家
間
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
組
織
を
通
じ
た
、
全
国
的
な
養
殖
振
興
の
波
及
が
期
待
さ
れ
る
。

 
 

 
効
果
の
受
益
や
費
用
の
負

担
が
公
平
に
分
配
さ
れ
る

か
。

 

関
係
者
の
意
見

 
 
対
象
地
区
お
よ
び
農
民
の
選
定
は
、
ベ
ー
ス
ラ
イ
ン
調
査
結
果
の
情
報
を
基
に
、
水
産
局
養
殖
課
及
び
地
域
普
及
員
の

C/
Ps

の
協
力

し
つ
つ
、
地
域
住
民
の
理
解
を
経
て
、
選
定
基
準
に
基
づ
き
行
わ
れ
て
お
り
、
効
果
の
受
益
は
公
平
に
分
配
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ

る
。
ま
た
、
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
選
定
さ
れ
た
種
苗
生
産
農
家
は
、
そ
の
初
期
費
用
を
親
魚
で
返
済
す
る
方
法
も
と
っ
て
お
り
、

裨
益
が
偏
ら
な
い
よ
う
な
工
夫
も
施
さ
れ
て
い
る
。
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評
価
設
問

 
5
項
目

 
大
項
目

 
小
項
目

 
必
要
な
デ
ー
タ

 
調
査
結
果

 

有
効
性

 
 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
目
標
は
、
達

成
さ
れ
る
見
通
し
か
？

 
（
対
象
地
域
に
お
い
て
、
小

規
模
養
殖
技

術
が

広
く
普

及
す
る
。）

 

（
達
成
度
表
の
と
お
り
）

 
（

達
成

度
表

の
と

お
り
）

 
（
達
成
度
表
の
と
お
り
）

 

 
プ

ロ
ジ
ェ
ク

ト
の

ア
ウ
ト

プ
ッ
ト
は
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト

目
標
の
達
成

に
貢

献
し
て

い
る
か
。

 

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
は
、
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト

目
標

を
達

成
す

る
た

め

に
十
分
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
。

「
ア

ウ
ト

プ
ッ

ト
が

す
べ

て

達
成

さ
れ

れ
ば

プ
ロ

ジ
ェ

ク

ト
目

標
は

達
成

さ
れ

る
だ

ろ

う
」
と
い
う
論
理
に
無
理
は
な

か
っ
た
か
。

 

・
関
係
者
の
意
見

 
対
象
地
域
に
お
い
て
、
小
規
模
養
殖
技
術
が
広
く
普
及
す
る
た
め
に
は
、
地
域
に
適
し
た
養
殖
技
術
の
開
発
・
導
入
、
中

核
と
な
る
種
苗
生
産
農
家
の
育
成
、
一
般
養
殖
農
家
の
育
成
、
共
有
池
管
理
グ
ル
ー
プ
の
育
成
、
養
殖
普
及
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
構
築
は
、
い
ず
れ
も
重
要
な
事
項
で
あ
り
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
目
標
達
成
に
寄
与
す
る
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
で
あ
る
。

 

 
外
部
条
件
の
影
響

 
①

深
刻

な
魚

病
が

発
生

し
な

い
。

 
②

極
度

の
旱

魃
や

洪
水

な
ど

の
自

然
災

害
が

影
響

を
及

ぼ

さ
な
い
。

 

・
関
係
者
か
ら
の
情

報
 

こ
れ
ま
で
に
と
こ
ろ
、
深
刻
な
魚
病
の
発
生
に
つ
い
て
の
報
告
は
な
い
。
ま
た
、
養
殖
に
極
度
の
悪
影
響
を
及
ぼ
す
干
魃

や
洪
水
は
発
生
し
て
い
な
い
。

 

 
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
以
外
に
貢
献
し
た
要
因
は
あ
る
か
。

 
・
実
施
プ
ロ
セ
ス
の

情
報

 
・
関
係
者
の
意
見

 

 
特
に
な
し

 

 
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
目
標
達
成
を
阻
害
し
た
要
因
は
あ
る
か
。

 
・
関
係
者
の
意
見

 
 
特
に
な
し

 
  

評
価
設
問

 
5
項
目

 
大
項
目

 
小
項
目

 
必
要
な
デ
ー
タ

 
調
査
結
果

 

効
率
性

 
ア

ウ
ト

プ
ッ

ト
は

達
成

さ
れ

て
い

る

か
。

 

（
達
成
度
表
の
と
お
り
）

 
（
達
成
度
表
の
と

お
り
）

 
（
達
成
度
表
の
と
お
り
）
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専
門
家
派
遣
の
人
数
、
専
門

分
野
・
能
力
、
派
遣
の
タ
イ

ミ
ン
グ
・
期
間
は
適
切
か
。

・
派
遣
実
績

 
・
関
係
者
の
意
見

滞
在
型
専
門
家
と
し
て
は
、
チ
ー
フ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

/普
及
行
政
、
養
殖
技
術
改
良
普
及
、
村
落
開
発

/業
務
調
整
の

3
分
野
で
派
遣
さ

れ
て
い
る
。
短
期
専
門
家
と
し
て
は
、
親
魚
養
成

/種
苗
生
産
、
共
有
池
管
理
、
餌
料
開
発
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
主
流
化
、
ベ
ー
ス
ラ
イ
ン
調

査
、
施
設
設
計
な
ど
の
分
野
で
派
遣
さ
れ
た
。（

20
07

年
度
末
ま
で
の
合
計

M
/M

は
、

13
4.

6
で
あ
る
）

 
こ
の
他
、
第
三
国
専
門
家
と
し
て
、
研
修
開
発
、
小
規
模
種
苗
生
産
施
設
、
淡
水
エ
ビ
養
殖
、
親
魚
品
質
管
理
等
の
分
野
で
、
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
、
ベ
ト
ナ
ム
、
イ
ン
ド
、
ネ
パ
ー
ル
か
ら
の
専
門
家
を
受
け
入
れ
た
。（

20
07

年
度
末
ま
で
の
合
計

M
/M

は
、

9.
5
で
あ
る
） 

専
門
家
派
遣
の
人
数
、
専
門
分
野
・
能
力
、
派
遣
の
タ
イ
ミ
ン
グ
・
期
間
は
、
適
切
と
考
え
ら
れ
、
特
に
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
早
い
時
期
に
日
本
人
専
門
家
の
投
入
を
集
中
さ
せ
た
こ
と
に
よ
り
、
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
の
達
成
度
が
高
ま
り
、
効
率
性

を
高
め
た
。

 
 

達
成

さ
れ

た
ア

ウ

ト
プ

ッ
ト

か
ら

み

て
、

投
入

の
質

・

量
・
タ
イ
ミ
ン
グ
は

適
切
か
。

 

供
与
機
材
の
種
類
、
量
、
供

与
時
期
は
適
切
か
。

 
・
機
材
供
与
実
績
、

利
用
状
況

 
・
関
係
者
の
意
見

 
車
輌
、
試
験
研
究
用
機
材
、
事
務
用
機
材
、
普
及
活
動
用
機
材
が
供
与
さ
れ
、
ま
た
、
バ
テ
ィ
種
苗
生
産
研
究
セ
ン
タ
ー
の
施
設
（
池
、

給
排
水
、
孵
化
場
な
ど
）
が
整
備
さ
れ
た
。
そ
の
費
用
は
、
下
表
の
と
お
り
で
あ
る
。

20
06

年
度
ま
で
の
合
計
で
、

36
,8

64
千
円
で

あ
る
。

 
 
（
単
位
：
千
円
）

 
 

JF
Y2

00
4

JF
Y2

00
5

JF
Y2

00
6

JF
Y2

00
7 

計
 

機
材
供
与

 
1,

84
3

17
,9

90
7,

04
8

未
定

26
,8

81
基
盤
整
備

 
-

20
,0

00
-

-
20

,0
00

計
 

1,
84

3
37

,9
90

7,
04

8
未
定

46
,8

81
カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト
は
、
重
要
か
つ
必
要
な
機
材
が
供
与
さ
れ
た
と
い
う
意
見
を
述
べ
て
い
る
。
機
材
供
与
は
、
概
ね
適
切
で
あ
っ

た
と
言
え
る
。

 
 

 
研
修
員
受
け
入
れ
の
人
数
、

内
容
、
時
期
な
ど
は
適
切
か

（
本
邦
研
修
お
よ
び
ア
ジ
ア

地
域
へ
の
ス
タ
デ
ィ
ー
ツ
ア

ー
）

 

・
研
修
受
け
入
れ

実
績

 
 
本
邦
研
修
に
は
、

6
人
が
参
加
し
た
。
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
ベ
ト
ナ
ム
、
タ
イ
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
お
け
る
第
三
国
研
修
や
ス
タ
デ
ィ
ー

ツ
ア
ー
に
は
、
延
べ

50
人
（
カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト
の
他
に
、
種
苗
生
産
農
家
も
含
ま
れ
る
）
が
参
加
し
た
（
中
間
評
価
時
点
）。

今
後
、

20
07

年
度
末
ま
で
に
さ
ら
に

12
名
（
カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト
及
び
種
苗
生
産
農
家
）
が
、
第
三
国
研
修
に
参
加
す
る
予
定
で
あ
る
。

 
第
三
国
研
修
や
ス
タ
デ
ィ
ー
ツ
ア
ー
の
参
加
者
に
よ
れ
ば
、
研
修
内
容
は
参
加
者
に
と
っ
て
非
常
に
有
用
で
あ
り
、
研
修
期
間
や
タ

イ
ミ
ン
グ
も
非
常
に
適
切
で
あ
っ
た
。
 

 
 

 
カ

ウ
ン

タ
ー

パ
ー

ト
の

人

数
、
配
置
の
タ
イ
ミ
ン
グ
、

能
力
は
適
切
か
。

 

・
C/

Ps
配
置
状
況

・
関
係
者
の
意
見

 
現
在
、

39
名
の
カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト
が
配
置
さ
れ
て
い
る
。
水
産
局
養
殖
課
で

14
名
、
バ
テ
ィ
種
苗
生
産
研
究
セ
ン
タ
ー
で

5
名
、

4
州
の
水
産
事
務
所
の
普
及
員
が
計

20
名
で
あ
る
。
そ
の
配
置
は
、
適
切
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
 
カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト
は
、
比
較

的
高
い
能
力
を
有
し
て
お
り
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
活
動
を
進
め
る
上
で
適
切
で
あ
っ
た
。

 
 

 
事
務
室
等
の
規
模
、
利
便
性

は
適
切
か
。

 
・
事
務
室
等
の
現

状
 

・
関
係
者
の
意
見

 
専
門
家
用
の
事
務
所
は
、
そ
の
規
模
、
利
便
性
に
お
い
て
適
切
な
も
の
で
あ
る
。

 
 

 
 

カ
ン
ボ
ジ
ア
側
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト

予
算

は
適

切
な

規
模

か
。

 

・
相
手
側
コ
ス
ト

負
担
実
績

 
 
カ
ン
ボ
ジ
ア
国
政
府
の
予
算
的
制
約
か
ら
、
光
熱
費
や
カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト
の
給
与
と
い
っ
た
経
費
以
外
で
は
、
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
活
動
に
対
す
る
カ
ン
ボ
ジ
ア
側
予
算
の
支
出
は
な
く
、
主
と
し
て
日
本
側
の
予
算
支
出
に
よ
り
、
活
動
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

 

 
投

入
は

十
分

活
用

供
与
機
材
等
は
有
効
に
利
用

・
供
与
機
材
利
用

 
供
与
機
材
は
、
概
ね
有
効
に
活
用
さ
れ
て
い
る
。
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さ
れ
て
い
る
か

 
さ
れ
て
い
る
か

 
状
況

 
 

 
不
要
な
活
動
は
な
か
っ
た
か

・
関
係
者
の
意
見

特
に
な
し

 
 

活
動

内
容

は
ア

ウ

ト
プ

ッ
ト

を
生

む

の
に

適
切

だ
っ

た

か
 

必
要
な
の
に
予
定
し
て
い
な

か
っ
た
活
動
は
な
か
っ
た
か

・
関
係
者
の
意
見

特
に
な
し

 

 
C/

Ps
の

定
着

度
は

、
良

好

か
。

 
 

・
C/

Ps
の
当
初
の

配
置
と
現
状
と
の

比
較

 

 
カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト
の
異
動
は
見
ら
れ
ず
、
定
着
度
は
良
好
で
あ
る
。

 

 

効
率

性
を

阻
害

し

た
要
因
は
あ
る
か
。

そ
の
他
の
阻
害
要
因
は
あ
る

か
。

 
・
関
係
者
の
意
見

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
請
け
負
っ
て
い
る
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
会
社
と

JI
C

A
間
で
、
毎
年
、
業
務
実
施
契
約
が
結
ば
れ
て
い
る
。
契
約
締

結
に
つ
い
て
合
意
す
る
ま
で
時
間
を
要
す
る
こ
と
が
あ
り
、
特
に
、

20
05

年
の
会
計
年
度
初
期
の

4
月
か
ら

6
月
ま
で
日
本
人
専
門
家

を
派
遣
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
っ
た
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
活
動
実
施
に
必
要
な
予
算
の
執
行
が
遅
れ
た
こ
と
が
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
活
動
の

開
始
の
遅
れ
と
、
効
率
性
低
下
の
影
響
を
も
た
ら
し
た
。

 

 
効

率
性

に
お

け
る

貢
献
要
因

 
貢
献
要
因

 
 

A.
 本

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
早
い
時
期
に
日
本
人
専
門
家
の
投
入
を
集
中
さ
せ
た
。
そ
の
こ
と
に
よ
り
以
下
の
点

で
効
果
が
あ
り
、
効
率
性
を
高
め
た
。

 
(1

) 
水
産
局
及
び
州
養
殖
普
及
員
へ
の
研
修
・
連
携
活
動
を
通
し
カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト
人
材
が
訓
練
・
育
成
さ
れ
た
こ
と
。

 
(2

) 
簡
易
養
殖
技
術
が
早
い
時
期
に
パ
ッ
ケ
ー
ジ
化
さ
れ
た
こ
と
。

 
(3

) 
一
般
養
殖
農
家
、
種
苗
生
産
農
家
へ
の
投
入
支
援
が
効
率
よ
く
実
施
さ
れ
た
こ
と
。

 
(4

) 
能
力
強
化
さ
れ
た
カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト
の
努
力
に
よ
り
種
苗
生
産
農
家
が
育
成
さ
れ
、
農
民
間
研
修
へ
の
積
極
的
な
理
解
・
協
力

が
得
ら
れ
た
こ
と
。

 
(5

) 
農
民
参
加
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
先
進
養
殖
農
家
へ
の
視
察
、
農
民
間
の
相
互
訪
問
の
機
会
を
多
く
取
り
入
れ
、
養
殖
技
術
の
実

践
的
な
理
解
を
早
め
た
こ
と
。
そ
の
結
果
、
各
種
苗
生
産
農
家
は
、
種
苗
生
産
開
始

1
年
目
に
平
均
値
で

10
万
匹
の
種
苗
を
生
産
で
き

た
。
こ
の
生
産
量
は
、
以
前
実
施
さ
れ
た

AI
T
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
育
成
さ
れ
た
種
苗
生
産
農
家
の

1
年
目
の
生
産
量
と
比
較
し
て

5
倍

大
き
い
。

 
 

B.
 そ

の
他
の
貢
献
要
因

 
1)

AI
T
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
育
成
さ
れ
た
種
苗
生
産
農
家
の
場
合
、
個
別
に
生
産
活
動
を
行
っ
て
い
る
。
一
方
、
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、

バ
テ
ィ
種
苗
生
産
研
究
セ
ン
タ
ー
で
の
研
修
を
一
緒
に
受
講
し
た
こ
と
な
ら
に
ス
タ
デ
ィ
ー
ツ
ア
ー
に
も
一
緒
に
参
加
し
た
こ
と
を
通

じ
て
、
種
苗
生
産
農
家
間
で
情
報
交
換
す
る
基
礎
が
で
き
た
。
こ
の
こ
と
で
、
種
苗
生
産
農
家
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
設
立
に
つ
い
て
の
合

意
が
容
易
に
得
ら
れ
る
こ
と
に
つ
な
が
っ
た
。

 
2)
カ
ン
ボ
ジ
ア
側
の
ニ
ー
ズ
に
柔
軟
に
対
応
し
て
、
日
本
人
専
門
家
及
び
第
三
国
専
門
家
の
派
遣
や
ス
タ
デ
ィ
ー
ツ
ア
ー
が
実
施
さ
れ

た
こ
と
。
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評
価
設
問

 
5
項
目

 
大
項
目

 
小
項
目

 
必
要
な
デ
ー
タ

 
調
査
結
果

 

イ
ン
パ
ク
ト

 
 

上
位
目
標
「
対
象
地
域
に
お

い
て
、
養
殖
生
産
量
が
増
加

す
る
。」

が
将
来
、
達
成
さ
れ

る
見
込
み
は
あ
る
か
。

 

（
達

成
度

表
の

と

お
り

の
上

位
目

標

達
成
見
込
み
参
照
）

（
達
成
度
表
の
と

お
り
）

 
（
達
成
度
表
の
と
お
り
）

 

 
上
位
目
標
達
成
の
た
め
の
外

部
条
件
の
状
況

 
今
後
、
養
殖
魚
の
価

格
が

大
き

く
下

が

ら
な
い
か
ど
う
か
。

・
関
係
者
か
ら
の

情
報

 
 
一
般
養
殖
農
家
の
生
産
物
は
、
自
家
消
費
が
多
く
、
市
場
に
回
る
量
は
限
ら
れ
て
お
り
、
現
時
点
で
は
、
養
殖
魚
の
価
格
を
大

き
く
下
げ
る
よ
う
な
状
況
は
み
ら
れ
な
い
。

 

 
カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト
へ
の
影

響
 

仕
事

へ
の

取
り

組

み
意
欲
、
意
識
の
変

化
 

・
関
係
者
か
ら
の

情
報

 
 
カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト
は
、
協
力
的
姿
勢
を
持
ち
つ
つ
、
積
極
的
に
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
ま
た
、
研
修
コ
ー

ス
等
で
学
ん
だ
こ
と
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
て
い
る
。
種
苗
生
産
農
家
な
ら
び
に
一
般
小
規
模
養
殖
農
家
向
け
の
各
種
研
修
準
備

は
、
カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト
が
主
体
的
に
行
う
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

 
 

社
会
に
及
ぼ
し
た
影
響

 
タ

ン
パ

ク
質

摂
取

機
会

の
増

加
の

程

度
や
、
栄
養
改
善
へ

の
寄
与
の
程
度

 

・
関
係
者
か
ら
の

情
報

 
 

20
07

年
に
実
施
さ
れ
た
、
社
会
経
済
・
イ
ン
パ
ク
ト
調
査
結
果
に
よ
る
と
、
養
殖
農
家
は
、
特
に
乾
期
に
、
市
場
で
魚
を
購
入

す
る
代
わ
り
に
、
自
分
の
池
で
養
殖
し
た
魚
を
食
べ
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
て
い
る
。
た
だ
し
、
魚
の
消
費
量
に
つ
い
て
、

20
05

年
の
調
査
結
果
と

20
07

年
の
調
査
結
果
を
比
較
し
た
場
合
、
大
き
な
変
化
は
な
か
っ
た
。
平
均
の
魚
の
一
人
一
日
あ
た
り
消
費
量

は
、
雨
期
に

87
g、

乾
期

75
g
で
あ
る
。
こ
の
量
は
、
一
人
一
日
あ
た
り
必
要
消
費
量
で
あ
る

20
0～

25
0g

と
比
較
す
る
と
、
ま

だ
少
な
い
。
す
な
わ
ち
、
栄
養
改
善
に
対
す
る
イ
ン
パ
ク
ト
は
ま
だ
確
認
さ
れ
て
い
な
い
状
況
で
あ
る
。

 
 
な
お
、
野
生
の
魚
資
源
の
漁
獲
圧
力
の
低
下
や
、
特
に
乾
期
に
市
場
か
ら
魚
を
購
入
す
る
量
が
少
な
く
な
る
と
い
う
効
果
が
見

ら
れ
る
。
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生
計

向
上

に
対

す

る
寄
与
度

 
・
関
係
者
か
ら
の

情
報

 
 
記
述
の
社
会
経
済
・
イ
ン
パ
ク
ト
調
査
結
果
に
よ
る
と
、
小
規
模
養
殖
農
家
の
収
入
が
顕
著
に
増
加
し
て
い
る
。

 
対
象
州
で
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
対
象
と
し
た
小
規
模
農
家
に
つ
い
て
、
調
査
（

20
05

年
と

20
07

年
）
を
実
施
し
た
結
果
の
比
較

は
下
表
の
と
お
り
で
あ
る
。

 
（
単
位
：
ド
ル
）

 

収
入
源

 
20

05
年
調
査
に
お
け
る

平
均
収
入

 
（
調
査
戸
数

32
7）

 

20
07

年
調
査
に
お
け
る

平
均
収
入

 
（
調
査
戸
数

28
3）

 

増
加
収
入

 
（
増
加
倍
率
）

 
増
加
収
入

 
（
ド
ル
）

 

稲
作

 
32

1
35

7
1.

1 
36

 

家
畜
飼
育

 
13

9
20

4
1.

5 
65

 

野
菜
栽
培

 
62

10
9

1.
8 

48
 

養
殖

 
53

20
4

3.
9 

15
1 

賃
金
労
働

 
13

7
42

0
3.

1 
28

3 
仕
送
り

 
19

20
3

10
.6

 
18

4 
そ
の
他

 
63

32
6

5.
1 

26
3 

計
 

79
4

1,
82

4
2.

3 
1,

03
0 

 
 

 
平
均
収
入
は
、

2.
3
倍
に
増
加
し
て
い
る
。
収
入
増
加
の
大
き
な
要
因
は
、
賃
金
労
働
、
仕
送
り
、
養
殖
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、

養
殖
は
、
小
規
模
養
殖
農
家
の
生
計
向
上
に
お
い
て
大
き
く
寄
与
し
て
い
る
要
因
の
一
つ
で
あ
る
。
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そ
の
他
の
正
負
の
イ
ン
パ
ク

ト
。

 
そ

の
他

の
イ

ン
パ

ク
ト

 
・
関
係
者
か
ら
の

情
報

 
（
１
）
小
規
模
養
殖
技
術
や
種
苗
生
産
技
術
に
関
す
る
研
修
を
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
実
施
し
て
い
る
が
、
対
象
州
内
の
養
殖
普
及

員
だ
け
で
な
く
、
対
象
州
以
外
の
養
殖
普
及
員
に
も
参
加
の
機
会
を
与
え
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
に

9
つ
の
州
の

23
名
の
養
殖
普
及

員
が
研
修
に
参
加
し
た
。
こ
の
他
、
学
生
や

N
G

O
ス
タ
ッ
フ
が
参
加
し
た
ケ
ー
ス
も
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
形
で
、
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
成
果
が
全
国
に
普
及
さ
れ
て
い
る
。

 
（
２
）
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト
が
、
種
苗
生
産
技
術
研
修
コ
ー
ス
を
企
画
し
、

Ba
nt

ey
 M

ea
nc

he
y

州
で

EC
O

SO
RN

/E
U

が
実
施
し
て
い
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
選
定
さ
れ
た

2
名
の
農
家
を
対
象
に
研
修
を
実
施
し
た
。

 
（
３
）
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト
及
び

1
名
の
種
苗
生
産
農
家
が
、

D
FI

D
?D

AN
ID

A
が
支
援
し
て
い
る
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
地
区
の
選
定
さ
れ
た

16
名
の
農
家
を
対
象
に
、

7
日
間
の
種
苗
生
産
技
術
研
修
コ
ー
ス
を
実
施
し
た
。

 
（
４
）
政
府
職
員
、

N
G

O
ス
タ
ッ
フ
、
コ
ミ
ュ
ー
ン
評
議
会
委
員
等
を
含
む
多
く
の
人
々
が
、
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
育
成
さ
れ
た

種
苗
生
産
農
家
を
訪
問
し
、
そ
の
経
験
を
聞
き
、
生
産
施
設
を
視
察
し
て
い
る
。

 
（
５
）
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
育
成
さ
れ
た
あ
る
種
苗
生
産
農
家
が
、

N
G

O（
CA

RE
 In

te
rn

at
io

na
l）

の
依
頼
を
受
け
て
、
合
計

20
0
名
の
農
家
に
養
殖
技
術
研
修
を
行
っ
た
。

2
日
間
の
研
修
コ
ー
ス
を

1
回
当
た
り

50
人
、
計

4
回
実
施
し
た
。
こ
の
よ
う
な

農
民
間
研
修
を
通
じ
て
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
成
果
が
普
及
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
種
苗
生
産
農
家
に
と
っ
て
は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

対
象
コ
ミ
ュ
ー
ン
以
外
の
農
家
に
種
苗
を
配
布
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

 
（
６
）本

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、森

林
分
野
人
材
育
成
計
画
フ
ェ
ー
ズ

2 
(C

ap
ac

ity
 B

ui
ld

in
g 

fo
r t

he
 F

or
es

tr
y 

Se
ct

or
 P

ha
se

 
Ⅱ
) 
へ
の
小
規
模
養
殖
導
入
に
つ
い
て
支
援
が
行
わ
れ
た
。
そ
し
て
、
農
家
は
、
養
殖
技
術
の
簡
易
さ
と
開
始
し
や
す
さ
か
ら
、

養
殖
導
入
に
関
心
を
示
し
て
い
る
と
の
報
告
が
あ
る
。
 

（
７
）
ス
ペ
イ
ン
国
際
協
力
庁
（
AE
CI
）
は
、
来
年
か
ら

2
つ
の
州
（
Kr
at
ie

州
と

St
un
g 
Tr
en
g
州
）
で
養
殖
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
開
始
す
る
予
定
で
あ
り
、
ま
た
そ
の

2
州
の
水
産
局
職
員
は
、
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
開
発
し
た
研
修
コ
ー
ス
と
同
様
の
研
修
に

参
加
す
る
予
定
と
な
っ
て
い
る
。
 

（
８
）
幾
人
か
の
種
苗
生
産
農
家
は
、
公
共
の
池
に
放
流
目
的
の
種
苗
を
供
与
し
て
い
る
。

 
  

評
価
設
問

 
5
項
目

 
大
項
目

 
小
項
目

 
必
要
な
デ
ー
タ

 
調
査
結
果

 

自
立
発
展
性

 
（
見
込
み
）

 
国
家
開
発
計
画
や
そ
の
他
関
連
政
策
に
お
け
る

淡
水
養
殖
の
今
後
の
位
置
付
け
は
ど
う
か
。

 
・
国
家
開
発
政
策
、

そ
の
他
関
連
政
策

 
既
述
の
と
お
り
、
養
殖
池
、
稲
田
養
殖
、
研
修
、
種
苗
生
産
場
建
設
を
通
じ
た
養
殖
開
発
推
進
が
、
政
府
の
政
策
の
中
で
重
視
さ
れ

て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
政
策
面
に
お
け
る
自
立
発
展
性
は
、
確
保
さ
れ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

 
 

水
産
局
で
は
、
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
ど
の
よ
う
に

認
識
さ
れ
て
い
る
か
。

 
・
関
係
者
の
意
見

 
農
林
水
産
大
臣
は
、
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
育
成
し
た
種
苗
生
産
農
家
を
訪
問
し
、
淡
水
養
殖
振
興
に
大
き
な
関
心
を
持
っ
て
い
る
。

こ
の
ほ
か
、
水
産
局
養
殖
課
で
は
、
各
部
署
の
幹
部
が
集
ま
っ
て
行
う
月
例
会
議
が
実
施
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
時
に
、
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
進
捗
状
況
や
成
果
に
つ
い
て
の
情
報
共
有
が
行
わ
れ
て
い
る
。

 
 
し
た
が
っ
て
、
水
産
局
は
、
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
良
好
な
成
果
を
上
げ
つ
つ
あ
る
こ
と
を
良
く
認
識
し
て
い
る
。
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本

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
成
果
を
活
用
・
発

展
さ

せ
て

い
く

方

針
と

実
施

能
力

が

水
産

局
に

備
わ

っ

て
い
る
か
。

 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
終
了
後
、

水
産
局
は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
対
象
地
域
な
ら
び
に
そ

の
他
の
地
域
で
本
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
の
成
果
を
組
織
的

に
普
及
・
広
げ
て
い
く
こ

と
が
で
き
る
か
。

 
①
組
織
面

 
②
資
金
面

 

・
関
係
者
の
意
見

・
ス
タ
ッ
フ
の
配

置
見
込
み

 
・
予
算
確
保
の
見

込
み

 

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
は
、
水
産
局
本
部
、
バ
テ
ィ
種
苗
生
産
研
究
セ
ン
タ
ー
、
及
び
州
水
産
事
務
所
の
ス
タ
ッ
フ
が
カ
ウ
ン
タ
ー
パ

ー
ト
と
し
て
参
画
し
て
い
る
。
組
織
改
編
に
伴
い
、
水
産
局
本
部
が
州
水
産
事
務
所
を
直
接
の
管
轄
下
に
お
さ
め
る
よ
う
に
な
っ
た
こ

と
に
伴
い
、
普
及
活
動
が
よ
り
機
動
的
に
実
施
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
点
は
、
組
織
面
か
ら
み
た
実
施
能
力
に
と
っ
て
プ
ラ
ス
で
あ
る
。

ま
た
、
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
実
施
し
て
い
る
技
術
研
修
・
普
及
手
法
研
修
等
に
他
州
の
水
産
事
務
所
の
養
殖
普
及
員
が
参
加
し
て
い
る

ケ
ー
ス
も
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
通
じ
て
、
カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト
の
み
な
ら
ず
、
他
州
の
地
域
普
及
員
の
能
力
強

化
も
図
る
こ
と
が
で
き
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
水
産
局
に
は
、
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
成
果
を
活
用
・
発
展
さ
せ
て
い
く
能
力

が
強
化
さ
れ
て
い
る
と
判
断
さ
れ
る
。
た
だ
し
、
政
府
予
算
が
限
ら
れ
て
い
る
現
状
で
は
、
水
産
局
独
自
で
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
成
果
を

さ
ら
に
他
の
州
で
組
織
的
に
普
及
・
広
げ
て
い
く
こ
と
は
、
困
難
を
伴
う
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。

 
 
し
た
が
っ
て
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
政
府
予
算
に
左
右
さ
れ
な
い
、
農
民
主
体
で
養
殖
技
術
の
普
及
・
定
着
が
可
能
と
な
る
仕
組
み
作
り
が

大
切
と
な
る
。
そ
う
い
っ
た
意
味
か
ら
、
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
後
半
期
で
は
、
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト

4「
農
村
部
に
お
け
る
養
殖
普
及
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
が
構
築
さ
れ
る
」
を
達
成
す
る
こ
と
が
焦
点
と
な
る
。

 
 

20
07

年
9
月
末
に
、
農
民
主
導
に
よ
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
組
織
化
す
る
た
め
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
開
催
さ
れ
、
こ
の
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
の
基
本
的
な
枠
組
み
に
つ
い
て
合
意
さ
れ
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
対
象
４
州
ご
と
に
役
員
が
選
出
さ
れ
た
。
こ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
機

能
す
れ
ば
、
水
産
局
の

/地
域
普
及
員
と
農
民
と
の
パ
イ
プ
役
と
し
て
の
役
割
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
終
了
後
の
農
民
間
研
修
の
実
施
母
体

と
し
て
の
役
割
な
ど
が
期
待
で
き
る
。
こ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
活
動
資
金
と
し
て
は
、
組
合
費
の
徴
収
、
積
立
金
が
検
討
さ
れ
て
い
る

が
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
お
こ
な
っ
て
い
る
中
核
農
家
へ
の
施
設
投
入
支
援
の
返
済
金
を
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
組
織
の
原
資
と
す
る
こ
と
も
考

慮
の
余
地
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
形
で
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
成
果
が
、
自
立
発
展
的
に
普
及
・
発
展
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

 
 

移
転

さ
れ

た
技

術

は
定

着
し

て
い

く

か
。

 

カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト
（
水

産
局
及
び
州
水
産
事
務
所

の
C/

Ps
の
技
術
レ
ベ
ル
）

の
技
術
力

 

・
関
係
者
の
意
見

カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト
（
水
産
局
、
バ
テ
ィ
種
苗
生
産
研
究
セ
ン
タ
ー
及
び
州
水
産
事
務
所
の

C/
Ps

）
の
技
術
レ
ベ
ル
は
、
着
実
に

向
上
し
て
お
り
、
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
通
じ
て
得
ら
れ
た
知
識
・
経
験
は
、
水
産
局
内
に
定
着
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

 

 
 

中
核
農
家
や
養
殖
を
行
っ

て
い
る
農
民
の
技
術
力
の

定
着
性
と
採
算
性

 

・
関
係
者
の
意
見

養
殖
技
術
自
体
は
、
シ
ン
プ
ル
で
、
パ
ッ
ケ
ー
ジ
化
さ
れ
、
あ
ま
り
コ
ス
ト
が
か
か
ら
な
い
方
法
で
あ
る
た
め
、
中
核
農
家
や
一
般

養
殖
農
家
に
必
要
な
技
術
が
定
着
す
る
可
能
性
は
高
い
。
農
家
が
有
す
る
技
術
・
経
験
を
農
民
間
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
の
情
報
交
換
を
通

じ
て
、
技
術
が
さ
ら
に
工
夫
・
改
善
さ
れ
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。
こ
れ
ま
で
に
中
核
農
家
が

48
戸
育
成
さ
れ
、
ま
た
一
般
養

殖
農
家
が
約

3,
30

0
戸
育
成
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
今
後
は
、
こ
れ
ら
の
養
殖
農
家
、
特
に
種
苗
生
産
農
家
に
お
い
て
、
種
苗
生
産
や

農
民
間
研
修
が
継
続
・
定
着
す
る
か
を
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
し
、
技
術
の
定
着
や
経
営
面
で
の
課
題
が
あ
れ
ば
、
そ
れ
を
改
善
す
る
よ
う
な

方
策
の
検
討
も
必
要
か
も
し
れ
な
い
。

 
 

 
①
移
転
さ
れ
た
技
術
は
、

他
の
地
域
・
州
に
普
及
で

き
る
技
術
で
あ
る
か
。

 
②
移
転
さ
れ
た
技
術
を
農

民
か
ら
新
規
に
参
入
す
る

・
関
係
者
の
意
見

 (
1)
 
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
改
良
し
た
、
生
産
コ
ス
ト
を
抑
え
、
農
地
か
ら
得
ら
れ
る
資
源
を
餌
と
し
て
用
い
る
技
術
パ
ッ
ケ
ー
ジ
は
、

カ
ン
ボ
ジ
ア
の
他
の
州
に
適
用
で
き
る
技
術
で
あ
る
。

 
(2

) 
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
種
苗
生
産
農
家
が
中
核
農
家
と
し
て
、
地
域
へ
の
種
苗
供
給
体
制
を
整
え
、
ま
た
種
苗
の
購
入
顧
客

確
保
と
販
路
拡
大
の
手
段
と
し
て
農
民
に
対
し
養
殖
に
新
規
参
入
す
る
こ
と
を
奨
励
し
、
そ
の
た
め
に
必
要
な
技
術
を
農
民
間
研
修
・

巡
回
指
導
に
よ
っ
て
、
新
規
農
民
に
技
術
移
転
し
て
い
く
と
い
う
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
構
築
を
図
っ
て
い
る
。
こ
れ
が
、
種
苗
生
産
農
家
か
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農
民
へ
と
移
転
・
普
及
さ

せ
る
メ
カ
ニ
ズ
ム
が
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
取
り
込
ま
れ

て
い
る
か
。

 
③
今
後
、
そ
の
普
及
メ
カ

ニ
ズ
ム
は
、
機
能
・
定
着

す
る
か
ど
う
か
。（
養
殖
普

及
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
持
続

性
）

 

ら
新
規
養
殖
農
家
へ
の
技
術
移
転
・
普
及
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
で
あ
り
、
農
村
部
に
お
け
る
基
本
的
な
普
及
手
法
で
あ
る
。

 
(3

) 
上
記
の
農
民
間
技
術
移
転
・
普
及
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
が
機
能
し
定
着
す
れ
ば
、
農
民
レ
ベ
ル
に
お
け
る
技
術
面
の
自
立
発
展
性
が

確
保
さ
れ
る
こ
と
に
つ
な
が
る
。

 
 

 
供
与
資
機
材
の
維
持
管
理
は
適
切
に
行
わ
れ
て

い
る
か
。
ま
た
、
協
力
終
了
後
も
適
切
に
行
わ
れ

る
見
通
し
は
あ
る
か
。

 

・
関
係
者
の
意
見

 
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
、
バ
テ
ィ
種
苗
生
産
研
究
セ
ン
タ
ー
の
施
設
・
資
機
材
の
整
備
が
実
施
さ
れ
、
養
殖
技
術
改
善
の
た
め
の
活
動

で
活
用
さ
れ
て
き
た
。
た
だ
し
、
養
殖
技
術
改
善
分
野
の
活
動
は
、

20
08

年
の
第
一
四
半
期
に
終
了
す
る
予
定
と
な
っ
て
い
る
。
そ

の
後
は
、
セ
ン
タ
ー
側
に
、
施
設
・
資
機
材
の
活
用
が
任
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
日
本
人
専
門
家
が
滞
在
中
は
、
機
材
の
修
理
や
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
に
係
わ
る
費
用
を
日
本
側
が
負
担
し
、
維
持
管
理
も
行
わ
れ
て
い
た
。
た
だ
し
、
セ
ン
タ
ー
側
に
任
せ
た
後
は
、
政
府
予
算

が
限
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
勘
案
す
る
と
施
設
・
資
機
材
が
適
切
に
維
持
管
理
さ
れ
る
か
ど
う
か
危
惧
さ
れ
る
。
今
後
、
水
産
局
が
、
バ

テ
ィ
種
苗
生
産
研
究
セ
ン
タ
ー
の
予
算
面
で
適
切
な
予
算
措
置
を
取
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

 
 

自
立
発
展
性
に
影
響
を
与
え
る
貢
献
・
阻
害
要
因

は
何
か
。

 
・
関
係
者
の
意
見

 
特
に
な
し
。
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２
．
実
施
プ
ロ
セ
ス
の
検
証
 

評
価
設
問

 
 

大
項
目

 
小
項
目

 
調
査
結
果

 

実
施

プ
ロ

セ
ス

 
当

初
計

画
し

た
成

果

を
達

成
す

る
た

め
に

ど
の
よ
う
な
計
画
・
実

施
体
制
の
変
更
・
軌
道

修
正
が
行
わ
れ
た
か

 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
施
中
に
把
握
さ
れ
て

い
た
課
題
は
何
か
。
そ
の
課
題
は
ど
の

よ
う
に
解
決
さ
れ
た
か
 

 
特
に
大
き
な
計
画
変
更
や
実
施
体
制
の
変
更
は
、
行
わ
れ
て
い
な
い
。

 

 
技

術
移

転
の

方
法

に

問
題
は
な
か
っ
た
か
。

 
問
題
が
あ
る
場
合
、
ど
の
分
野
に
お
け

る
ど
の
よ
う
な
技
術
移
転
方
法
に
問
題

が
あ
っ
た
か
。
ど
の
よ
う
に
解
決
さ
れ

た
か
。

 

 
技
術
移
転
方
法
に
つ
い
て
の
問
題
は
特
に
生
じ
て
い
な
い
。
カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト
へ
の
技
術
移
転
な
ら
び
に
養
殖
農
家
へ
の
技
術
移
転
は
、

順
調
に
進
ん
で
い
る
。

 

 
相

手
国

の
オ

ー
ナ

ー

シ
ッ
プ
 

①
C/

P
配
置
の
適
正
さ

 
②
予
算
手
当
て

 
 
既
述
の
と
お
り
、

39
名
の
カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト
が
配
置
さ
れ
て
い
る
。
水
産
局
養
殖
課
で

14
名
、
バ
テ
ィ
種
苗
生
産
研
究
セ
ン
タ
ー
で

5
名
、

4
州
の
水
産
事
務
所
の
普
及
員
が

20
名
で
あ
る
。
そ
の
配
置
は
、
適
切
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
 
政
府
の
財
政
難
に
伴
い
、
カ
ン
ボ

ジ
ア
国
側
の
予
算
支
出
は
限
定
的
で
あ
る
。

 
 

JC
C
は
必
要
な
時
期
に
実
施
さ
れ
、
必

要
な
テ
ー
マ
が
話
し
合
わ
れ
て
い
た
か

 
JC

C
は
、
過
去

3
回
実
施
さ
れ
た
（

20
05

年
3
月

9
日
、

20
06

年
3
月

6
日
、

20
07

年
3
月

9
日
）。

年
１
回
の
頻
度
で
開
催
さ
れ
て

い
る
。

JC
C
で
は
、
過
去

1
年
間
の
活
動
実
績
の
報
告
と
今
後

1
年
間
の
活
動
計
画
に
つ
い
て
の
説
明
が
行
わ
れ
、
そ
の
後
、
議
論
が
交
わ

さ
れ
て
い
る
。
議
事
録
も
作
成
さ
れ
て
お
り
、
適
切
な
頻
度
で
、
適
切
に
実
施
さ
れ
て
い
る
と
言
え
る
。

 
 

そ
の
他
の
定
例
会
議
は
、
十
分
機
能
し

て
い
る
か
。

 
 
日
本
人
専
門
家
と
カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト
間
の
定
例
会
議
は
、
特
に
設
定
さ
れ
て
い
な
い
。
必
要
に
応
じ
て
、
カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト
と
日
本
人

専
門
家
間
で
の
会
議
が
行
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
他
、
既
述
の
と
お
り
、
水
産
局
養
殖
課
で
は
、
各
部
署
の
幹
部
が
集
ま
っ
て
行
う
月
例
会
議
が

実
施
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
時
に
、
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
進
捗
状
況
や
成
果
に
つ
い
て
の
情
報
共
有
が
行
わ
れ
て
い
る
。

 
 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
進
捗
状
況
は
ど
の
よ

う
に
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
さ
れ
て
い
た
か
。

半
期
報
告
書
お
よ
び
年
次
報
告
書
が
、
作
成
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
中
で
進
捗
状
況
等
に
つ
い
て
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
さ
れ
て
い
る
。

 

 
専
門
家
と
カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト
間
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
、
円
滑
に
行
わ

れ
て
い
る
か
。

 

 
日
本
人
専
門
家
と
カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト
間
で
、
非
常
に
良
好
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
取
ら
れ
て
お
り
、
相
互
信
頼
に
基
づ
く
良
好
な
関

係
が
築
か
れ
て
い
る
。
特
に
、
カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト
側
は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
活
動
に
関
心
が
高
く
、
よ
り
進
ん
だ
知
識
や
技
術
の
習
得
に
意
欲

的
で
あ
る
。

 
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
体

制
に

問
題
は
な
か
っ
た
か
。

 

JI
CA

カ
ン
ボ
ジ
ア
事
務
所
及
び

JI
CA

本
部
と
の
連
絡
・
協
力
が
円
滑
に
実
施

さ
れ
た
か
。

 

 
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
施
側
と

JI
C

A
カ
ン
ボ
ジ
ア
事
務
所
管
の
連
絡
・
協
力
は
円
滑
に
行
わ
れ
て
い
る
。
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3.
 

達
成

度
表

 
（
上
位
目
標
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
目
標
、
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
の
達
成
度
）

 

項
目

 
 

主
項
目

 
サ
ブ
項
目

 
必
要
な
情
報
・
デ
ー
タ

（
指
標
）

 
調
査
結
果

 

達
成
度

 
上
位
目
標
の
達
成
見
込
み

 
（
対
象
州
に
お
い
て
、
養
殖
生
産
量

が
増
加
す
る
。）

 

対
象
州
の
養
殖
生
産
量
が

1.
5倍

に
な
る
。

 
農
林
水
産
省
の
農
業
統
計
な
ら
び
に
水
産
局
の
デ
ー
タ
に
よ
る
と
、
対
象

4
州
の

20
04

年
か
ら

20
06

年
ま
で
の
養
殖
生
産
量
は
、
下
表
の

と
お
り
で
あ
る
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
開
始
前
の

20
04

年
の
生
産
量
は
、

4
州
合
計
で

1,
39

0
ト
ン
で
あ
る
。
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
開
始
前
の
生
産

量
を
基
準
と
す
る
（

1,
39

0
ト
ン
の

50
%
分
、
す
な
わ
ち
約

70
0
ト
ン
の
増
産
が
目
標
と
な
る
）。

20
06

年
の
生
産
量
は
、

4
州
合
計
で

2,
04

8
ト
ン
で
あ
り
、

20
04

年
の
生
産
量
に
比
較
し
て

1.
47

倍
と
な
っ
て
い
る
。
統
計
デ
ー
タ
上
で
は
、

20
06

年
時
点
で
目
標
達
成
に
近
い
水
準
に

な
っ
て
い
る
。

 
（
単
位
：
ト
ン
）

 
年

 
K

am
po

t州
 

K
om

po
ng

 S
pe

u
州

 
Pr

ey
 V

en
g
州

 
Ta

ke
o州

 
4
州
合
計

 
20

04
年

25
 

40
 

51
0 

81
5 

1,
39

0 
20

05
年

50
 

11
0 

60
0 

80
0 

1,
56

0 
20

06
年

90
 

16
3 

84
5 

95
0 

2,
04

8 
出
展
：

Ag
ric

ul
tu

ra
l S

ta
tis

tic
s,

 M
in

is
try

 o
f A

gr
ic

ul
tu

re
, F

or
es

try
 a

nd
 F

is
he

rie
s（

20
04

年
及
び

20
05

年
）
及
び
水
産
局
の
デ
ー
タ
（

20
06

年
）

 
注
：
統
計
資
料
で
は
、

Ka
m

po
t州

の
生
産
量
は

23
0
ト
ン
で
あ
る
が
、
こ
の
中
に
海
岸
部
で
の
エ
ビ
養
殖
分

20
5
ト
ン
が
含
ま
れ
る
の
で
、

エ
ビ
の
生
産
量
は
除
外
し
た
。

 
 
一
方
、
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
育
成
さ
れ
た
新
規
養
殖
農
家
（
今
後
の
予
定
も
含
む
）
に
お
け
る
生
産
量
を
試
算
す
る
と
下
表
の
と
お
り
で
あ

る
。（

こ
の
生
産
量
が
、
増
産
量
と
な
る
）

 

年
次

生
産
量

kg
/1

00
m

2
平
均
池
面
積

 
（

m
2/
戸
）

 
新
規
の
養
殖

農
家
数
（
戸
）

生
産
量

（
to

n）
 

定
着
率
を

80
%
と
想
定
し
た
場
合
の
生
産
量

（
to

n）
 

20
05

24
.8

 
22

4 
64

0
36

 
28

 
20

06
36

.4
 

22
4 

1,
75

9
 1

43
 

11
5 

20
07

50
.0

 
22

4 
3,

35
9

37
6 

30
1 

20
08

50
.0

 
22

4 
6,

95
9

77
9 

62
4 

20
09

50
.0

 
22

4 
10

,5
59

1,
18

3 
94

6 
注
：

20
05

年
及
び

20
06

年
の
デ
ー
タ
は
、
サ
ン
プ
ル
調
査
結
果
。

20
07

年
以
降
の
数
値
は
、
推
定
値
。

 
 
こ
れ
ま
で
選
定
さ
れ
育
成
さ
れ
た
新
規
農
家
の
場
合
、
す
で
に
養
殖
に
使
用
で
き
る
池
を
所
有
し
て
い
る
農
家
で
あ
っ
た
の
で
、
研
修
受
講

後
、
す
ぐ
に
養
殖
を
開
始
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
一
方
、

20
08

年
以
降
、
農
民
間
研
修
を
通
じ
て
育
成
さ
れ
る
新
規
の
養
殖
農
家
場
合
、
池
を

持
っ
て
い
な
い
農
家
も
参
加
す
る
場
合
が
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
よ
う
な
農
家
が
ど
の
く
ら
い
の
割
合
に
な
る
か
に
よ
っ
て
大
き
く
生
産
量
が
左

右
さ
れ
る
。
も
し

80
%
程
度
の
農
家
が
す
ぐ
に
養
殖
を
開
始
す
る
と
想
定
す
れ
ば
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
終
了
時
ま
で
に
、

1.
5
倍
の
目
標
（

70
0 12
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項
目

 
 

主
項
目

 
サ
ブ
項
目

 
必
要
な
情
報
・
デ
ー
タ

（
指
標
）

 
調
査
結
果

 

ト
ン
の
増
産
）
を
達
成
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
割
合
が

80
%
よ
り
低
く
な
っ
た
と
し
て
も
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
終
了
後
も
、
農
民
間
研
修
等

を
通
じ
て
、
新
規
養
殖
農
家
の
増
加
が
期
待
さ
れ
る
の
で
、
そ
う
遠
く
な
い
時
期
に
上
位
目
標
は
達
成
可
能
と
見
込
ま
れ
る
。

 

 
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
目
標
の
達
成
見
込

み
 

(対
象
州
に
お
い
て
、
小
規
模
養
殖

技
術
が
広
く
普
及
す
る
。

) 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
対
象

4州
で
、
小
規
模
養
殖
農
家
が
既

存
の

2,
00

0戸
か
ら

4,
40

0
戸
に
増
加
す
る
。

 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
対
象

4
州
で
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
よ
っ
て
育
成
さ
れ
た
養
殖
農
家
数
な
ら
び
に
今
後
、
20

09
年
度
ま
で
に
育
成
さ
れ
る
予
定

の
農
家
数
の
内
訳
は
、
下
表
の
と
お
り
。（

20
08

年
と

20
09

年
の
数
値
は
、
計
画
値
）

 
 

年
次

選
定
養
殖
農
家
数
（
戸
）

 
農
民
間
研
修
に

よ
り
育
成
さ
れ

た
農
家
数
（
戸
）

 
新
規

既
存

小
計

新
規

 

新
規
農
家
の
合

計
 

新
規
農
家
の

累
計

 

20
05

32
0

32
0

64
0

-
32

0
32

0
20

06
32

0
32

0
64

0
47

9
79

9
1,

11
9

20
07

32
0

32
0

64
0

96
0

1,
28

0
2,

39
9

20
08

0
0

0
3,

60
0

3,
60

0
5,

99
9

20
09

0
0

0
3,

60
0

3,
60

0
9,

59
9

計
 

96
0

96
0

1,
92

0
8,

63
9

9,
59

9
-

  
20

07
年
度
末
時
点
で
、
新
規
に
育
成
さ
れ
た
小
規
模
養
殖
農
家
数
は
、
約

2,
40

0
戸
増
加
す
る
。
既
存
農
家
数

2,
00

0
戸
と
併
せ
る
と
約

4,
40

0
戸
と
な
る
。
目
標
を
達
成
す
る
。

20
06

～
20

07
年
度
に
農
民
間
研
修
を
受
け
た
農
家
は
、
養
殖
に
利
用
で
き
る
池
を
所
有
し
て
い
る
が
、

20
08

～
20

09
年
度
に
農
民
間
研
修
を
受
け
る
農
家
の
場
合
、
養
殖
に
利
用
で
き
る
池
や
初
期
投
資
に
必
要
な
資
金
を
持
っ
て
い
る
か
い
な
か

に
よ
っ
て
、
実
際
に
養
殖
を
開
始
す
る
ま
で
時
間
を
要
す
る
場
合
も
考
え
ら
れ
る
。
そ
う
で
あ
っ
て
も
、
今
後
、
農
民
間
研
修
に
よ
っ
て
育
成

さ
れ
る
農
家
数
を
考
え
る
と
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
終
了
時
ま
で
に
は
、
目
標
を
大
幅
に
超
え
る
養
殖
農
家
数
に
達
す
る
も
の
と
見
込
ま
れ
る
。

 

 
1.

 既
存
小
規
模
養

殖
農
家
の
技
術
改
善

に
よ
り
、
種
苗
生
産

農
家
が
育
成
さ
れ

る
。

 

20
戸
の
種
苗
生
産
農
家

が
、
独
自
に
種
苗
生
産
を
行

う
よ
う
に
な
る
。

 

20
05

年
度
及
び

20
06

年
度
に
そ
れ
ぞ
れ
、
対
象
各
州
の

4
つ
の
コ
ミ
ュ
ー
ン
か
ら

1
戸
ず
つ
種
苗
生
産
農
家
が
選
定
さ
れ
、
こ
の

2
年
間

で
、

4
州

x4
コ
ミ
ュ
ー
ン

x2
年
＝

32
戸
の
新
規
種
苗
生
産
農
家
が
育
成
さ
れ
た
。
こ
の

32
戸
は
、
順
調
に
種
苗
生
産
を
開
始
し
た
。

20
07

年
度
に
お
い
て
も
同
様
に

16
戸
の
新
規
種
苗
生
産
農
家
を
育
成
中
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
今
年
度
中
に

48
戸
の
種
苗
生
産
農
家
が
育
成
さ

れ
る
。
指
標
的
に
は
、
目
標
値
の

20
戸
を
す
で
に
超
え
、
そ
の
目
標
を
達
成
し
て
い
る
。

 
た
だ
し
、
本
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
は
、
種
苗
生
産
農
家
の
育
成
で
あ
り
、
種
苗
生
産
が
技
術
的
並
び
に
経
営
的
に
安
定
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

20
05

年
度
及
び

20
06

年
度
に
選
定
さ
れ
、
研
修
を
受
講
し
た
農
家
で
の
種
苗
生
産
は
、
研
修
で
な
ら
っ
た
技
術
を
適
用
し
て
い
る
も
の
の
、

そ
の
生
産
量
に
バ
ラ
ツ
キ
が
あ
る
こ
と
が
報
告
も
見
ら
れ
る
。
種
苗
生
産
農
家
が
、
中
核
農
家
と
し
て
技
術
的
な
ら
び
に
経
営
面
か
ら
自
立
し

て
種
苗
生
産
を
行
っ
て
い
け
る
か
ど
う
か
い
う
点
、
そ
し
て
種
苗
の
供
給
だ
け
で
な
く
、
農
民
間
の
情
報
交
換
に
お
け
る
主
導
的
役
割
を
果
た

す
こ
と
で
き
る
か
ど
う
か
と
い
う
点
で
は
、
さ
ら
に
経
験
を
積
み
重
ね
る
必
要
が
あ
る
。

 

 

ア
ウ
ト
プ

ッ
ト
は
計

画
通
り
産

出
し
て
い

る
か
。

 

2.
 小

規
模
養
殖
技

術
と
そ
の
普
及
手
法

現
地
に
適
合
す
る
、
小
規
模

養
殖
技
術
及
び
そ
の
普
及

バ
テ
ィ
種
苗
生
産
研
究
セ
ン
タ
ー
で
の
、
親
魚
管
理
、
種
苗
生
産
、
育
成
に
関
わ
る
技
術
改
善
な
ら
び
に
農
家
で
の
オ
ン
フ
ァ
ー
ム
実
証
試

験
を
通
じ
て
得
ら
れ
た
知
見
を
取
り
纏
め
、
小
規
模
養
殖
技
術
が
パ
ッ
ケ
ー
ジ
化
さ
れ
た
。
こ
れ
を
基
に
、
農
民
が
容
易
に
理
解
で
き
る
よ
う 13
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項
目

 
 

主
項
目

 
サ
ブ
項
目

 
必
要
な
情
報
・
デ
ー
タ

（
指
標
）

 
調
査
結
果

 

が
、
改
善
さ
れ
る
。

 
に
関
す
る
マ
ニ
ュ
ア
ル
が

作
成
さ
れ
る
。

 
に
絵
を
多
く
取
り
入
れ
た
養
殖
技
術
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
（
小
冊
子
）
や
ポ
ス
タ
ー
類
（
養
殖
技
術
や
共
有
池
管
理
に
関
す
る
も
の
）
が
作
成
さ
れ

た
。
こ
の
養
殖
技
術
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
は
、
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
選
定
さ
れ
た
農
家
へ
の
研
修
や
農
民
間
研
修
、
さ
ら
に
他
の
州
の
農
民
向
け
に

も
利
用
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
指
標
は
ほ
ぼ
達
成
さ
れ
て
い
る
。

 
な
お
こ
の
他
に
、
小
規
模
養
殖
（
グ
ロ
ー
ア
ウ
ト
）
に
関
す
る
ビ
デ
オ
教
材
が
作
成
済
み
で
あ
り
、
種
苗
生
産
に
関
す
る
ビ
デ
オ
教
材
を
作

成
中
で
あ
る
。
作
成
中
の
ビ
デ
オ
教
材
は
、

20
08

年
中
に
は
完
成
す
る
見
込
み
で
あ
る
。

 
 

3.
 プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト

対
象
地
域
で
、
土
地

な
し
貧
困
農
民
が
裨

益
す
る
養
殖
関
連
活

動
が
振
興
さ
れ
る
。

 

20
の
共
有
池
で
、
増
殖
活

動
が
独
自
に
行
わ
れ
る
よ

う
に
な
る
。

 

 
毎
年

4
ヵ
所
以
上
の
共
有
池
を
設
定
す
る
方
針
で
、
共
有
池
管
理
事
業
の
振
興
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
各
年
度
に
設
定
し
た
共
有
池
数
な
ら

び
に
今
後
の
設
定
予
定
数
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

 
 

年
度

 
設
定
共
有
池
数

 
20

05
年

 
4 

20
06

年
 

4 
20

07
年

 
3（

W
FP

と
の
連
携
）

+3
（
準
備
中
）

 
20

08
年

 
4（

計
画
）

 
20

09
年

 
4（

計
画
）

 
計

 
22

（
見
込
み
）

 
（
注
：

W
FP

：
国
連
世
界
食
糧
計
画
）

 
  
現
時
点
で
は
、

11
ヵ
所
の
共
有
池
に
お
い
て
、
魚
道
整
備
、
住
民
に
よ
る
管
理
組
合
の
創
設
、
魚
の
放
流
等
の
事
業
が
終
了
し
て
い
る
。

20
09

年
度
ま
で
に
は
、
計

22
ヵ
所
の
共
有
池
で
の
養
殖
関
連
活
動
が
振
興
さ
れ
る
見
込
み
で
あ
り
、
目
標
値
の

20
ヵ
所
を
超
え
る
予
定
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
終
了
時
に
は
、
本
指
標
が
達
成
さ
れ
る
見
通
し
で
あ
る
。

 
 
な
お
、
共
有
池
設
定
後
、
収
穫
で
き
る
魚
の
量
が
増
加
し
た
、
あ
る
い
は
魚
の
種
類
が
増
加
し
た
と
の
報
告
が
上
が
っ
て
い
る
。
ま
た
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
住
民
は
共
有
池
管
理
活
動
へ
の
参
加
に
つ
い
て
の
理
解
が
進
ん
で
い
る
。

 
 

4.
 農

村
部
に
お
け

る
養
殖
普
及
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
が
構
築
さ
れ

る
。

 

4-
1.

  
種
苗
生
産
農
家
が
、

彼
ら
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ

に
よ
り
、
毎
年
少
な
く
と
も

1
回
は
、
農
民
間
研
修
を
行

う
。

 

(4
-1

) 
種
苗
生
産
農
家
が
、
彼
ら
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
に
よ
り
、
毎
年
少
な
く
と
も

1
回
は
、
農
民
間
研
修
を
行
う
。

 
 
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
育
成
・
支
援
さ
れ
た
種
苗
生
産
農
家
は
、
農
民
間
研
修
の
た
め
の
ト
レ
ー
ナ
ー
研
修
を
受
け
、

20
06

年
か
ら
、
農
民
間

研
修
を
実
施
し
て
い
る
。
受
講
し
た
農
民
数
は
、

20
06

年
に

47
9
戸
、

20
07

年
に

96
0
戸
で
あ
る
。
今
後
も
、
各
種
苗
生
産
農
家
（
以
前
、

他
の
機
関
が
実
施
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
育
成
さ
れ
た
先
進
種
苗
農
家

11
戸
を
含
む
）
が
、
毎
年

60
人
の
新
規
農
家
を
対
象
に
農
民
間
研
修

を
実
施
し
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

20
08

年
と

20
09

年
に
は
、
毎
年

3,
60

0
戸
の
新
規
養
殖
農
家
が
育
成
さ
れ
る
計
画
で
あ
る
。
水
産
局
養
殖

課
や
州
水
産
事
務
所
の
技
術
的
支
援
を
受
け
つ
つ
、
種
苗
生
産
農
家
が
主
体
的
に
、
農
民
間
研
修
の
ト
レ
ー
ナ
ー
を
務
め
る
こ
と
で
、
ま
た
普

及
活
動
を
実
施
し
て
い
く
こ
と
で
今
後
更
に
、
種
苗
生
産
農
家
の
能
力
向
上
が
図
ら
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

 

 
 

 
4-

2ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
ミ
ー

(4
-2

) 
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
が
各
州
で
年

3
回
開
催
さ
れ
る
。

 

14
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項
目

 
 

主
項
目

 
サ
ブ
項
目

 
必
要
な
情
報
・
デ
ー
タ

（
指
標
）

 
調
査
結
果

 

テ
ィ
ン
グ
が
各
州
で
年

3
回
開
催
さ
れ
る
。

 
4-

3ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

4
州

全
体
の
合
同
ミ
ー
テ
ィ
ン

グ
が
少
な
く
と
も
年

1
回

開
催
さ
れ
る
。

 

(4
-3

) 
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

4
州
全
体
の
合
同
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
が
少
な
く
と
も
年

1
回
開
催
さ
れ
る
。

 
 
種
苗
生
産
農
家
は
中
核
農
家
と
し
て
地
域
の
養
殖
農
家
の
リ
ー
ダ
ー
的
存
在
で
あ
る
。2

00
7
年
度
ま
で
に

48
戸
の
中
核
農
家
が
育
成
さ
れ
、

そ
の

48
戸
の
種
苗
生
産
農
家
及
び

AI
T
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
育
成
さ
れ
た
種
苗
生
産
農
家

12
戸
の
も
と
で

3,
30

0戸
以
上
の
農
家
が
養
殖
に
従

事
し
て
い
る
計
算
と
な
る
。

 
農
民
主
体
の
自
立
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
育
成
が
、
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
今
後
の
養
殖
振
興
に
お
け
る
最
優
先
課
題
で
あ
る
。

20
07

年
9
月
末

に
、
農
民
主
導
に
よ
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
組
織
化
す
る
た
め
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
開
催
さ
れ
た
。
参
加
者
は
中
核
農
家
全
員
（

48
名
）
と
先

進
種
苗
生
産
農
家
（

12
名
）
の
計

60
名
で
あ
る
。
こ
の
時
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
組
織
の
基
本
的
な
枠
組
み
が
合
意
さ
れ
、
４
州
毎
の
役
員
が
選

出
さ
れ
た
。
今
後
、
州
毎
に
、
年

3
回
の
会
議
開
催
、
そ
し
て

4
州
全
体
会
議
が
年

1
回
開
催
さ
れ
る
計
画
で
あ
る
。

 
種
苗
販
売
、
親
魚
の
融
通
、
対
ベ
ト
ナ
ム
種
苗
対
策
、
運
転
資
金
・
設
備
投
資
資
金
の
相
互
補
助
、
関
連
情
報
の
交
換
な
ど
実
利
的
な
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
作
り
を
目
指
し
て
い
る
。
こ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
に
よ
っ
て
、
水
産
局

/地
域
普
及
員
と
農
民
と
の
パ
イ
プ
役
と
し
て
の
役
割
、
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
終
了
後
の
農
民
間
研
修
の
実
施
母
体
と
し
て
の
役
割
な
ど
が
期
待
で
き
る
。
資
金
は
組
合
費
の
徴
収
や
積
立
金
が
検
討
さ
れ
て
い

る
が
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
お
こ
な
っ
て
い
る
中
核
農
家
へ
の
施
設
投
入
支
援
の
返
済
金
を
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
組
織
の
原
資
と
す
る
こ
と
も
考
慮
の

余
地
が
あ
る
。
こ
う
し
た
形
で
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
成
果
の
技
術
的
・
財
政
的
自
立
発
展
性
の
確
保
が
図
ら
れ
る
見
通
し
で
あ
る
。

 

 

15
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注：　中核農家組合は、2007年9月に立ち上げ、各州毎に組合の役員が選定された。

付属資料5　　農民ネットワークの概念図（案）
（農民間普及の推進と水産局による養殖農家支援）

監督者:　水産局養殖課 (FiA)：
- 中核農家の現状をモニタリングし、問題点の討議、助言や提案を行うための月例会議の開
催（参加者は、水産局養殖課と州水産事務所（PFO)の職員）
- 中核農家組織の定例会議の開催支援
- 良質親魚候補の管理と配布（FiA主導で、バティ種苗生産研究センターが行う）
- ホルモン剤等手配における中核農家支援（PFO経由）
- 政策提起、規則の伝達

州水産事務所（PFO）：

- 中核農家の巡回指導（技術支援、成功事例の研究、問題点の把握）
- 農民間研修(FFT)開催への助言
- 中核農家組合組織への助言
- 中核農家組合の会議やオープンセミナー開催を通じた成功事例の公報

中核農家：
- 農民間研修(FFT)の実施（種苗を購入する顧客の拡大
や一般養殖農家に対する基本技術提供）
- オンファームトライアル
- 一般養殖農家へのサービス提供（養殖相談）
- 中核農家組合への参画

中核農家組合（ネットワーク）：
- 中核農家組合の定例集会の開催（州レベルでは、４半期毎）
- 種苗販売網（対象州以外の州も含む）、相互協力
- 親魚の融通、良質親魚候補の確保（FiAとPFOの支援のもと）
- 営業・設備資金の相互扶助
- ベトナムからの種苗輸入に対する対策
- 種苗販売面でのNGOとの協力
- 技術情報の交換
- 4州全体の中核農家組合の定例集会の開催（年1回）

一般養殖農家

一般養殖農家

一般養殖農家

一般養殖農家
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付属資料6　水産局及び農林水産省の組織図

注：IFReDI=  Inland Fisheries Research and Development Institute

出展：プロジェクト側作成資料

出展：カンボジア国農林水産省ホームページ

Director

Deputy Director Deputy Director Deputy Director Deputy Director Director IFReDI

Administration-
Personnel Division

Community Fisheries
Development Division

Grate Lake Fisheries
Research Station

Bati Fish Seed
Production and

Research Station

Mekong Fisheries
Inspection Unit

Fisheries Inspection
and Surveillance

Division

Exploitation Division

Accounting, Planning
and Cooperation

Division

Fisheries Domain and
Extension Division

Deputy Director IFReDI

Administration Division

Socio-economic
Division

Biology Division

Information and
Technology Transfer

Division

Laboratory

Marine Fisheries
Inspection Unit

Litigation Division Aquaculture Office

Chaktomuk Fisheries
Inspection Unit

Kandal Stung Fisheries
Research Station

Provincial Fisheries
Divisions

水産局 (Fisheries Administration) 組織図

Minister

Secretary of State

Cabinet Minister/
Advisors

Under Secretary of
State

General Directorate

Department of
Rubber

Development

General Inspectorate

Department of
Administrative Affairs

Department of
Accounting and

Finance

Department of
Planning and

Statistics

Department of
International
Cooperation

Department of
Agricultural
Legislation

Department of
Agronomy and

Agricultural land
Improvement

Department of Agro-
Industry

Agricultural
Information and
Documentation

Center

Department of
Personnel & HRD

Department of
Agricultural
Machinery

Department of
Agricultural
Extension

Provincial-Municipal Agriculture Departments

Fisheries
Administration

Forestry
Administration

Department of
Animal Health and

Production

District Agriculture Offices

Department of
Marketing and
Cooperation

Department of
Internal Audit

Financial Control
Unit

Public Institutions

General Directorate of
Rubber Plantation

農林水産省組織図
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